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宜しくお願いいたします。

◆ごあいさつ 学修・教育開発センター所長 井上俊哉

◆アクセス 板橋キャンパス百周年記念館1階奥

学修・教育開発センターは、平成26年4月に発足してから7年目を迎えます。センター名称の最
初に「学修」を持ってきたのは、学生が主体的に学ぶ環境を築くことを最重要の任務だと考え
たからです。ちょっと呼びにくいかもしれないので、CRED（クレッド）という呼び名も付けました。
CREDはCenter for Research and Educational Developmentの略です。英語コミュニケーション
学科のトム・エドワーズ先生に英語でのセンター名候補をいくつか考えていただき、頭文字を
つなげたCREDが呼びやすくもあり、credibility（信頼）あるいはcredo（信条）に通ずることから、
「これだ」と決めたものです。
学修・教育開発センター（CRED）は、これまでの6年間でいろいろな仕事をしてきましたし、大
学のために一定の役割は果たしてきたと思います。しかし、振り返って、短期的な課題への対
応に追われ、本来の目的はまだ十分に達成できていないと感じています。これからの一年間、
初心に立ち戻り、本学学生の主体的学びを支えるために大学として何ができるのか、しっかり
と取り組みたいと思います。信頼を大切にしつつ。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

ＦＤ、ＩＲ書籍の貸出もしています♪
お気軽にお越しください！



CREDの資料を下記HPに
掲載しています。

＜CRED貸出書籍のご紹介＞

『大学改革の迷走』

大学改革の動きは矢継ぎ早で、新しい概念や聴き慣れないカタカナ語

が次々と提示される。現場はそれらに追いつくことが精一杯で、戸惑い

も多く、また、改革のために大学の資源の多くが割かれている。本書を

読むと、大学改革自体を目的にするのではなく、しっかりと目的を定め

て改革を行うこと、米国の大学を絶対的な模範例とせず、目の前の問

題をしっかり見つめ、試行錯誤を繰り返しながら改善を行なっていくこと

の重要性がわかる。（児童学科・平山祐一郎先生）

佐藤郁哉（著）、筑摩書房

令和2年度教育改革推進事業、採択案件決まる！
今年度教育改革推進経費（学長裁量費）予算による研究・開発の案件が、審査を経て6件採択

されました。この経費は、本学の教育をさらに充実・向上させるために、教育方法や教材の研
究・開発に対して必要な費用全般を補助するためのものです。採択案件は、表のとおりです。

タイプA（個人で申請、1件あたり予算50万円以下）
◆植村直子講師「地域包括ケアを推進する看護実践
能力習得に向けたアクティブラーニングによる事例演
習プログラムの開発」
◆走井洋一教授「反転学習の導入による学習効果及
び授業外学習時間確保の検証とそれに伴う教材作成
におけるExplain Everythingを用いた簡易化の検討」
◆小池新教授「Reading Skill Testを利用した家政大生
の読解力の現状把握」

タイプB（組織で申請、1件あたり予算250万円以下）
◆リハビリテーション学科「客観的臨床能力試験（OSCE）
のためのリハビリテーション技術修得を支援するICT自己
学習プラットフォームの構築」
◆心理カウンセリング学科「心理カウンセリング学科にお
ける効果的なルーブリック評価の導入とその効果検証」
◆障がい学生等支援委員会「学生が主体的参加型学習
プログラム-狭山キャンパス内外のバリア・バリアフリー
マップの作成」

ＣＲＥＤに関連する申請書などの資料は、

下記ＨＰに掲載しております。

※ガルーンは学内からのみアクセス可能

②サイボウズガルーン（申請書など）
ファイル管理→部門別→
学修・教育開発センター→申請書

もしくは、
掲示板→部門別公開情報→
学修・教育開発センター

①大学ＨＰ
（基本情報・研修会情報
など学外からのアクセス
はこちらからどうぞ）

令和2年度教職員研究会
開催について

◆第一部 7月16日(木)  15:30～17:00
板橋校舎: 小講堂（三木ホール）
狭山校舎: 大会議室 ※中継

◆第二部 9月11日(金)  13:00～17:00
場所：板橋校舎
プログラム確定次第ご案内します。

☆ご予定確保願います☆


